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東

京

都

防

衛

協

会

会

長

泉

澤

清

次

副

会

長

浅

野

敏

雄

副

会

長

大

石

吉

彦

副

会

長

根

本

勝

則

副

会

長

島

田

和

久

副

会

長

山

田

忠

昭

副

会

長

栗

山

欽

行

理

事

長

吉

田

浩

介

昭

島

市

防

衛

協

会

会

長

代

行

大

野

義

孝

あ

き

る

野

市

秋

川

地

区

防

衛

協

会

会

長

山

口

幸

男

あ

き

る

野

市

五

日

市

防

衛

協

会

会

長

岸

義

男

板

橋

区

防

衛

協

会

会

長

瀬

尾

正

弘

江

戸

川

区

防

衛

協

会

会

長

中

川

博

道

青

梅

市

防

衛

協

会

会

長

石

川

清

奥

多

摩

町

防

衛

協

会

会

長

青

木

修

北

区

防

衛

協

会

会

長

小

俣

雅

宏

国

立

市

防

衛

協

会

会

長

東

一

良

小

平

市

防

衛

協

会

会

長

髙

橋

信

博

狛

江

市

防

衛

協

会

会

長

栗

山

欽

行

自

衛

隊

荒

川

区

協

力

会

会

長

田

邊

治

邦

渋

谷

区

防

衛

協

会

会

長

近

藤

彰

敏

新

宿

区

防

衛

協

会

会

長

大

家

章

嘉

杉

並

区

防

衛

協

会

会

長

川

元

賢

一

郎

世

田

谷

区

防

衛

協

会

会

長

島

田

益

吉

立

川

市

防

衛

協

会

会

長

中

島

孝

行

多

摩

防

衛

協

会

会

長

小

礒

明

東

京

中

央

防

衛

協

会

会

長

柿

﨑

裕

治

豊

島

区

防

衛

協

会

会

長

磯

一

昭

西

東

京

市

防

衛

協

会

会

長

山

田

忠

昭

練

馬

区

防

衛

協

会

会

長

上

野

博

巳

八

王

子

市

防

衛

協

会

会

長

森

上

秀

男

羽

村

市

防

衛

協

会

会

長

冨

松

崇

東

久

留

米

市

防

衛

協

会

会

長

大

澤

進

東

村

山

市

防

衛

協

会

会

長

古

賀

新

一

郎

東

大

和

市

防

衛

協

会

会

長

内

直

樹

日

野

市

防

衛

協

会

会

長

梅

田

俊

幸

日

の

出

町

防

衛

協

会

会

長

馬

場

紀

男

府

中

市

防

衛

協

会

会

長

猿

渡

昌

盛

福

生

市

防

衛

協

会

会

長

田

村

利

光

瑞

穂

町

防

衛

協

会

会

長

高

水

永

雄

三

鷹

市

防

衛

協

会

会

長

金

井

富

雄

武

蔵

野

市

防

衛

協

会

会

長

島

崎

義

司

武

蔵

村

山

市

防

衛

協

会

会

長

高

山

晃

一

目

黒

区

防

衛

協

会

会

長

小

野

瀬

康

裕

暑暑暑暑

中中中中

おおおお

見見見見

舞舞舞舞

いいいい

午

後

２

時

か

ら

「

芙

蓉

の

間

」

に

お

い

て

記

念

式

典

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

式

典

は

会

員

は

も

と

よ

り

、

自

衛

隊

、

協

力

団

体

及

び

近

隣

の

県

協

会

か

ら

多

く

の

ご

来

賓

の

ご

出

席

の

も

と

挙

行

さ

れ

、

国

歌

斉

唱

、

殉

職

隊

員

及

び

物

故

会

員

へ

の

黙

祷

後

、

大

宮

前

会

長

が

式

辞

を

述

べ

ま

し

た

。

前

会

長

は

式

辞

の

中

で

、

近

年

の

地

区

協

会

の

増

大

に

伴

う

会

勢

回

復

に

触

れ

て

か

ら

、

１

９

８

９

年

に

設

立

さ

れ

た

全

国

防

衛

協

会

連

合

会

の

発

足

に

あ

た

っ

て

東

京

都

防

衛

協

会

が

果

た

し

た

役

割

が

如

何

に

大

き

か

っ

た

か

言

及

さ

れ

た

う

え

で

、

当

協

会

設

立

当

初

の

志

に

思

い

を

致

し

、

会

の

目

的

達

成

に

向

か

っ

て

会

勢

拡

大

に

努

力

し

て

い

た

だ

き

た

い

、

と

述

べ

ら

れ

ま

し

た

。

続

い

て

、

第

１

師

団

・

渡

辺

副

師

団

長

か

ら

「

第

１

師

団

長

祝

辞

」

を

代

読

し

て

い

た

だ

き

、

更

に

東

京

都

自

衛

隊

家

族

会

の

森

山

会

長

か

ら

ご

祝

辞

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

最

後

に

自

衛

隊

及

び

特

別

会

員

に

対

し

て

感

謝

状

・

副

賞

の

贈

呈

及

び

地

区

協

会

に

対

し

て

表

彰

状

の

授

与

が

行

わ

れ

、

長

年

に

亘

っ

て

当

協

会

の

充

実

・

発

展

に

ご

支

援

・

ご

協

力

い

た

だ

い

た

自

衛

隊

の

皆

様

、

特

別

会

員

の

皆

様

及

び

地

区

協

会

に

対

し

て

深

甚

の

謝

意

を

表

し

ま

し

た

。

（

受

賞

さ

れ

た

皆

様

の

部

隊

等

名

、

社

名

及

び

氏

名

に

つ

い

て

は

2

面

に

掲

載

し

て

い

ま

す

。

）

午

後

３

時

30

分

か

ら

「

芙

蓉

の

間

」

に

お

い

て

、

元

統

合

幕

僚

長

の

河

野

克

俊

様

に

よ

る

記

念

講

演

が

「

我

が

国

を

取

り

巻

く

安

全

保

障

環

境

」

と

題

し

て

行

わ

れ

ま

し

た

。

会

場

２

０

０

席

が

満

席

に

な

る

な

か

、

貴

重

な

お

話

を

伺

う

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

（

2

面

に

「

記

念

講

演

要

旨

」

を

掲

載

し

て

い

ま

す

。

）

午

後

５

時

か

ら

は

「

瑠

璃

の

間

」

に

お

い

て

記

念

祝

賀

会

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

開

宴

に

先

立

ち

、

大

正

琴

に

よ

る

演

奏

（

大

正

琴

扇

靖

流

家

元

岩

佐

扇

靖

様

以

下

10

名

）

が

披

露

さ

れ

、

吉

田

理

事

長

に

よ

る

開

会

宣

言

、

大

宮

前

会

長

、

航

空

開

発

実

験

集

団

司

令

官

佐

藤

空

将

、

旭

化

成

（

株

）

特

別

顧

問

浅

野

敏

雄

様

、

東

京

都

自

衛

隊

家

族

会

会

長

森

山

尚

直

様

及

び

記

念

講

演

講

師

河

野

克

俊

様

に

よ

る

「

鏡

割

り

」

、

佐

藤

航

空

開

発

実

験

集

団

司

令

官

に

よ

る

乾

杯

と

進

ん

だ

と

こ

ろ

で

、

東

京

都

知

事

・

小

池

百

合

子

様

に

ご

登

壇

の

う

え

「

東

京

の

経

済

規

模

は

極

め

て

大

き

く

、

こ

の

経

済

を

守

り

抜

く

こ

と

は

重

要

な

『

首

都

防

衛

』

の

一

環

で

あ

り

、

東

京

都

防

衛

協

会

と

連

携

し

て

安

心

・

安

全

な

首

都

を

築

い

て

い

き

た

い

」

と

の

ご

祝

辞

を

い

た

だ

き

、

祝

賀

会

場

は

大

い

に

盛

り

上

が

り

ま

し

た

。

そ

の

後

は

各

テ

ー

ブ

ル

、

あ

る

い

は

各

所

に

お

い

て

グ

ラ

ス

を

傾

け

な

が

ら

懇

談

い

た

だ

く

な

ど

和

や

か

な

雰

囲

気

の

中

で

宴

が

進

み

、

栗

山

副

会

長

（

狛

江

市

防

衛

協

会

会

長

）

の

音

頭

で

「

万

歳

三

唱

」

を

唱

和

し

て

閉

宴

と

な

り

ま

し

た

。

東

京

都

防

衛

協

会

は

本

年

３

月

で

60

周

年

を

迎

え

ま

し

た

。

こ

の

節

目

に

あ

た

り

、

歴

代

の

会

長

を

は

じ

め

と

す

る

協

会

の

設

立

、

充

実

・

発

展

に

貢

献

し

て

い

た

だ

い

た

方

々

に

敬

意

と

感

謝

の

意

を

表

し

ま

す

。

協

会

は

設

立

当

初

は

15

個

の

地

区

協

会

で

構

成

さ

れ

て

い

ま

し

た

が

、

現

在

は

36

個

ま

で

会

勢

を

回

復

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

ま

た

、

宮

崎

第

４

代

会

長

は

各

都

道

府

県

に

存

在

す

る

防

衛

協

会

や

自

衛

隊

協

力

会

を

全

国

組

織

に

す

る

こ

と

を

提

案

し

、

１

９

８

９

年

に

全

国

防

衛

協

会

連

合

会

を

発

足

さ

せ

、

初

代

の

会

長

に

就

任

さ

れ

ま

し

た

。

改

め

て

協

会

が

果

た

し

て

き

た

役

割

は

極

め

て

大

き

か

っ

た

と

思

い

ま

す

。

我

々

、

協

会

及

び

そ

の

構

成

員

は

60

周

年

と

い

う

節

目

に

あ

た

り

、

先

人

達

の

防

衛

に

対

す

る

熱

い

思

い

を

確

実

に

受

け

継

ぐ

と

と

も

に

、

抑

止

力

の

基

盤

を

為

す

「

自

ら

の

国

は

自

ら

守

る

」

と

い

う

国

民

と

し

て

の

気

概

を

堅

持

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

皆

様

の

存

在

と

活

動

が

我

が

国

防

衛

の

基

盤

を

為

し

て

い

る

こ

と

を

自

負

す

る

と

と

も

に

、

決

意

新

た

に

会

勢

を

拡

大

さ

せ

、

各

種

事

業

を

積

極

的

に

推

進

し

て

い

っ

て

も

ら

い

た

い

と

願

っ

て

い

ま

す

。

私

は

、

本

日

の

総

会

で

退

任

を

承

認

さ

れ

ま

し

た

。

皆

様

に

長

き

に

わ

た

り

支

え

て

い

た

だ

い

た

こ

と

に

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

こ

の

度

伝

統

あ

る

東

京

都

防

衛

協

会

の

第

８

代

会

長

を

拝

命

す

る

こ

と

に

な

り

光

栄

に

思

い

ま

す

。

我

が

国

を

取

り

巻

く

安

全

保

障

環

境

は

年

々

、

そ

の

厳

し

さ

を

増

し

て

き

て

お

り

、

防

衛

省

・

自

衛

隊

に

対

す

る

期

待

は

高

ま

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

安

心

し

た

暮

ら

し

を

確

保

す

る

に

は

防

衛

の

み

な

ら

ず

、

防

犯

、

防

火

な

ど

も

必

要

で

す

。

防

衛

省

・

自

衛

隊

、

警

察

、

消

防

等

の

公

的

機

関

に

だ

け

頼

る

の

で

は

な

く

、

国

民

ひ

と

り

一

人

が

で

き

る

こ

と

、

あ

る

い

は

地

域

や

私

的

な

団

体

が

で

き

る

こ

と

を

実

行

す

る

こ

と

に

よ

り

、

平

和

や

安

全

、

安

心

は

よ

り

確

実

な

も

の

に

な

る

と

思

い

ま

す

。

『

自

分

の

国

は

自

分

で

守

る

』

と

の

気

概

を

持

ち

、

都

民

の

防

衛

意

識

を

普

及

高

揚

さ

せ

る

と

共

に

防

衛

省

・

自

衛

隊

を

激

励

支

援

す

る

と

い

う

崇

高

な

精

神

を

共

有

す

る

地

区

協

会

及

び

特

別

会

員

の

皆

様

と

力

を

合

わ

せ

、

協

会

の

目

的

達

成

と

我

々

が

率

先

し

て

そ

の

模

範

と

な

る

よ

う

尽

力

す

る

所

存

で

す

。

皆

様

の

お

力

添

え

を

宜

し

く

お

願

い

し

ま

す

。

創創創創

立立立立

６６６６

００００

周周周周

年年年年

記記記記

念念念念

行行行行

事事事事

盛盛盛盛

大大大大

にににに

開開開開

催催催催

！！！！

設設設設

立立立立

当当当当

初初初初

のののの

志志志志

にににに

思思思思

いいいい

をををを

致致致致

しししし

、、、、

目目目目

的的的的

達達達達

成成成成

にににに

向向向向

かかかか

っっっっ

てててて

会会会会

勢勢勢勢

拡拡拡拡

大大大大

をををを

！！！！

東

京

都

防

衛

協

会

は

、

令

和

８

年

４

月

20

日

午

後

、

グ

ラ

ン

ド

ヒ

ル

市

ヶ

谷

に

お

い

て

創

立

60

周

年

記

念

行

事

を

開

催

し

ま

し

た

。

行

事

は

記

念

式

典

、

記

念

講

演

及

び

記

念

祝

賀

会

の

３

部

構

成

で

実

施

さ

れ

、

会

員

及

び

ご

来

賓

合

わ

せ

て

２

１

０

名

が

一

堂

に

集

い

、

当

協

会

創

立

60

年

の

歩

み

を

振

り

返

る

と

と

も

に

新

た

な

一

歩

を

踏

み

出

し

ま

し

た

。

創

立

60

周

年

記

念

行

事

に

先

立

ち

、

第

61

回

定

期

総

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

栗

山

狛

江

市

防

衛

協

会

会

長

が

議

長

と

な

っ

て

、

①

令

和

７

年

度

事

業

報

告

、

②

同

収

支

決

算

書

、

③

令

和

８

年

度

事

業

計

画

（

案

）

、

④

同

収

支

予

算

書

（

案

）

及

び

⑤

役

員

人

事

（

案

）

が

審

議

さ

れ

、

ま

た

、

臨

時

理

事

会

で

は

副

会

長

以

下

の

役

員

人

事

が

審

議

さ

れ

い

ず

れ

も

賛

成

多

数

で

議

決

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

結

果

、

大

宮

英

明

会

長

が

退

任

さ

れ

、

泉

澤

清

次

氏

（

三

菱

重

工

業

株

式

会

社

取

締

役

会

長

）

が

第

８

代

会

長

に

就

任

さ

れ

ま

し

た

。

大

宮

前

会

長

に

は

２

年

間

、

会

長

と

し

て

ご

尽

力

い

た

だ

き

ま

し

た

こ

と

に

心

か

ら

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。泉

澤

新

会

長

に

は

、

会

員

一

同

心

か

ら

ご

就

任

を

お

祝

い

申

し

あ

げ

ま

す

と

と

も

に

当

協

会

が

創

立

60

周

年

を

契

機

と

し

て

更

に

飛

躍

・

発

展

す

る

よ

う

ご

指

導

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

第第第第

66661111

回回回回

定定定定

期期期期

総総総総

会会会会

同同同同

時時時時

開開開開

催催催催

第第第第

８８８８

代代代代

会会会会

長長長長

にににに

泉泉泉泉

澤澤澤澤

清清清清

次次次次

氏氏氏氏

就就就就

任任任任

のののの

ごごごご

挨挨挨挨

拶拶拶拶

三三三三

菱菱菱菱

重重重重

工工工工

業業業業

株株株株

式式式式

会会会会

社社社社

取取取取

締締締締

役役役役

会会会会

長長長長

泉泉泉泉

澤澤澤澤

清清清清

次次次次

（（（（

いいいい

ずずずず

みみみみ

ささささ

わわわわ

せせせせ

いいいい

じじじじ

））））

式式式式

辞辞辞辞

要要要要

旨旨旨旨

感謝状受賞及びご来賓の皆様

締めの挨拶を述べる

栗山副会長

感謝状受賞 東京地方協力本部長

鹿子島陸将補

笑顔で祝辞を述べる

小池都知事

特別会員から寄贈されたブーケおよび

グランドヒル市ヶ谷総料理長の渾身の

野菜アート

協力団体を代表して挨拶する

森山東京都自衛隊家族会会長

自衛隊を代表して挨拶する

渡辺第1師団副師団長



自

衛

隊

第

１

師

団

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

航

空

自

衛

隊

府

中

基

地

特

別

会

員

（

法

人

）

旭

化

成

（

株

）

（

株

）

日

本

製

鋼

所

野

村

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

（

株

）

日

本

電

気

（

株

）

富

士

通

（

株

）

富

国

生

命

保

険

（

相

）

東

京

海

上

日

動

火

災

保

険

（

株

）

東

陽

商

事

（

株

）

大

場

商

会

（

株

）

岡

部

（

株

）

竹

田

理

化

工

業

（

株

）

東

洋

埠

頭

（

株

）

油

脂

製

品

（

株

）

横

浜

容

器

工

業

（

株

）

（

株

）

ア

イ

ム

特

別

会

員

（

個

人

）

衛

藤

龍

衛

藤

奈

美

枝

ス

ミ

ス

馨

子

元

理

事

（

HP

事

業

へ

の

貢

献

）

廣

瀬

紀

雄

硫

黄

島

に

お

い

て

3

月

28

日

、

日

米

合

同

戦

没

者

追

悼

慰

霊

式

が

厳

粛

に

執

り

行

わ

れ

、

師

団

か

ら

第

34

普

通

科

連

隊

が

参

加

し

た

。

こ

れ

ま

で

同

式

典

で

は

日

米

双

方

の

旗

衛

隊

が

参

加

し

、

そ

れ

ぞ

れ

の

国

旗

を

奉

持

し

て

い

た

が

、

本

年

は

米

海

兵

隊

員

に

よ

る

旗

衛

隊

が

不

参

加

と

な

っ

た

た

め

、

自

衛

隊

員

が

初

め

て

米

国

旗

を

奉

持

し

、

日

米

両

国

の

象

徴

で

あ

る

国

旗

を

厳

粛

に

取

り

扱

い

、

日

米

同

盟

の

絆

を

体

現

す

る

も

の

と

な

っ

た

。

ま

た

参

列

し

た

隊

員

一

人

一

人

が

緊

張

感

の

中

に

も

誇

り

を

胸

に

任

務

に

あ

た

り

、

式

典

の

厳

粛

さ

を

一

層

際

立

て

た

。

式

典

に

お

い

て

小

泉

防

衛

大

臣

は

、

戦

没

者

に

対

す

る

哀

悼

の

意

を

表

す

と

と

も

に

、

先

の

大

戦

で

散

華

し

た

方

々

に

思

い

を

寄

せ

「

戦

争

の

惨

禍

を

二

度

と

繰

り

返

さ

な

い

」

と

の

決

意

の

も

と

、

国

民

の

生

命

と

平

和

な

暮

ら

し

を

守

り

抜

く

考

え

を

示

し

た

。

あ

わ

せ

て

日

米

同

盟

を

「

希

望

の

同

盟

」

と

強

調

し

、

か

つ

て

激

戦

を

交

え

た

両

国

が

、

現

在

は

固

い

絆

で

結

ば

れ

て

い

る

意

義

に

触

れ

、

恒

久

平

和

の

実

現

に

向

け

て

歩

み

を

進

め

て

行

く

姿

勢

を

示

し

た

。

参

列

者

は

静

粛

な

雰

囲

気

で

祈

り

を

捧

げ

、

戦

没

者

へ

の

敬

意

と

平

和

へ

の

決

意

を

新

た

に

し

た

。

式

典

を

通

じ

、

日

米

両

国

の

和

解

と

信

頼

の

深

化

が

示

さ

れ

る

と

と

も

に

、

そ

の

歩

み

を

次

世

代

へ

継

承

し

て

い

く

必

要

性

が

感

じ

ら

れ

る

機

会

と

な

っ

た

。

私私私私たたたたちちちちのののの誇誇誇誇りりりり
創

立

60

周

年

記

念

式

典

に

引

き

続

き

、

元

防

衛

省

統

合

幕

僚

長

の

河

野

克

俊

氏

に

よ

る

「

我

が

国

を

取

り

巻

く

安

全

保

障

環

境

」

と

題

し

て

の

記

念

講

演

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

ま

ず

イ

ラ

ン

情

勢

に

つ

い

て

は

、

短

期

終

結

と

は

な

ら

な

か

っ

た

要

因

を

軍

事

的

側

面

か

ら

解

説

す

る

と

と

も

に

、

ホ

ル

ム

ズ

海

峡

通

航

の

問

題

は

海

洋

利

用

の

自

由

と

い

う

国

際

法

の

理

念

に

か

か

わ

る

も

の

と

の

指

摘

が

あ

り

ま

し

た

。

次

に

台

湾

海

峡

有

事

に

つ

い

て

は

、

中

国

は

２

０

２

８

年

の

台

湾

総

統

選

挙

ま

で

様

子

を

見

る

の

で

は

な

い

か

と

の

見

方

が

示

さ

れ

る

と

と

も

に

、

い

ず

れ

に

せ

よ

、

台

湾

が

中

国

の

勢

力

下

と

な

っ

た

ら

西

太

平

洋

の

海

洋

安

全

保

障

に

大

き

な

影

響

が

あ

る

と

の

懸

念

が

示

さ

れ

ま

し

た

。

最

後

に

、

今

後

の

日

米

同

盟

の

在

り

方

に

つ

い

て

お

話

が

あ

り

、

孤

立

主

義

を

強

め

る

米

国

を

我

が

国

の

安

全

保

障

に

引

き

寄

せ

て

い

く

た

め

に

は

、

地

域

に

お

け

る

我

が

国

の

責

務

も

明

確

に

し

て

い

く

必

要

が

あ

る

と

の

見

解

が

示

さ

れ

ま

し

た

。

河

野

氏

の

、

深

い

洞

察

に

基

づ

く

中

身

の

濃

い

お

話

に

参

加

者

は

皆

、

真

剣

に

聞

き

入

っ

て

い

ま

し

た

。

記

念

講

演

「

我

が

国

を

取

り

巻

く

安

全

保

障

環

境

」

要

旨

受賞おめでとうございます！
（敬称略）
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市
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野

義

孝

昭

島

市

田

中

昭
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市
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好
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野

市

佐

伯

実

福

生

市
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美
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江

板

橋

区

防

衛

協

会

奥

多

摩

町

防

衛

協

会

狛

江

市

防

衛

協

会

渋
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区

防

衛

協

会

杉

並

区

防

衛

協

会

世

田

谷

区

防

衛

協

会

東

久

留

米

市

防

衛

協

会

日

の

出

町

防

衛

協

会

三

鷹

市

防

衛

協

会

武

蔵

野

市

防

衛

協

会

武

蔵

村

山

市

防

衛

協

会

定期総会表彰状 ６０周年式典表彰状

60

周

年

式

典

感

謝

状

硫

黄

島

に

お

け

る

日

米

合

同

慰

霊

追

悼

式

日

米

の

固

い

絆

を

確

認

日米両国旗を奉持する旗衛隊

東

京

地

方

協

力

本

部

大

田

出

張

所

（

所

長

高

橋

１

海

尉

）

は

、

令

和

８

年

４

月

26

日

（

日

）

大

田

区

内

で

開

催

さ

れ

た

「

第

75

回

子

ど

も

ガ

ー

デ

ン

パ

ー

テ

ィ

ー

」

の

、

蒲

田

東

会

場

（

蒲

田

小

学

校

）

に

参

加

し

た

。

同

イ

ベ

ン

ト

は

、

子

ど

も

た

ち

が

ゲ

ー

ム

や

軽

ス

ポ

ー

ツ

等

を

通

じ

て

地

域

交

流

を

深

め

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

お

り

、

例

年

多

数

の

来

場

者

で

に

ぎ

わ

う

大

田

区

の

恒

例

行

事

で

あ

る

。当

日

は

、

陸

上

自

衛

隊

第

１

普

通

科

連

隊

第

１

中

隊

及

び

第

１

音

楽

隊

の

支

援

を

受

け

、

音

楽

演

奏

の

ほ

か

、

軽

装

甲

機

動

車

や

偵

察

用

バ

イ

ク

な

ど

の

装

備

品

展

示

を

実

施

し

た

。

ま

た

、

制

服

の

試

着

ブ

ー

ス

を

設

け

、

ア

ン

ケ

ー

ト

回

答

者

へ

自

衛

隊

グ

ッ

ズ

を

配

布

す

る

な

ど

、

来

場

者

が

自

衛

隊

を

身

近

に

感

じ

ら

れ

る

体

験

型

広

報

を

実

施

し

た

。

来

場

し

た

子

供

た

ち

か

ら

は

、

「

自

衛

隊

の

車

が

か

っ

こ

よ

か

っ

た

」

、

「

自

衛

隊

の

制

服

を

着

る

こ

と

が

で

き

て

う

れ

し

か

っ

た

」

、

「

バ

イ

ク

に

乗

っ

て

み

た

く

な

っ

た

」

「

音

楽

隊

の

演

奏

に

感

動

し

た

」

な

ど

の

声

が

聞

か

れ

、

自

衛

隊

へ

の

興

味

・

関

心

を

高

め

る

機

会

と

な

っ

た

。

加

え

て

大

田

区

の

自

衛

隊

協

力

団

体

の

支

援

を

受

け

、

協

力

団

体

と

一

体

と

な

っ

た

広

報

活

動

と

し

て

成

果

の

あ

る

も

の

と

な

っ

た

。

大

田

出

張

所

は

、

今

後

も

地

域

に

密

着

し

た

募

集

広

報

活

動

を

積

極

的

に

実

施

す

る

と

と

も

に

、

関

係

部

隊

及

び

協

力

団

体

と

の

連

携

を

密

に

し

、

一

人

で

も

多

く

の

方

に

自

衛

隊

の

魅

力

を

知

っ

て

も

ら

え

る

よ

う

努

め

て

い

く

。

（

募

集

課

広

報

班

）

第１師団

東

京

地

本

第

７

５

回

大

田

区

子

ど

も

ガ

ー

デ

ン

パ

ー

テ

ィ

ー

に

参

加

軽装甲機動車で喜ぶ子供たち

東

京

都

防

衛

協

会

は

、

４

月

25

日

、

つ

つ

じ

が

咲

き

誇

る

陸

上

自

衛

隊

高

射

学

校

（

下

志

津

駐

屯

地

）

71

周

年

記

念

行

事

に

26

名

の

会

員

が

参

加

し

ま

し

た

。

記

念

式

典

・

観

閲

行

進

を

招

待

席

で

観

覧

後

、

装

備

品

見

学

や

様

々

な

売

店

を

散

策

す

る

等

、

自

衛

隊

を

愛

す

る

マ

ニ

ア

に

と

っ

て

は

身

近

に

写

真

撮

影

も

で

き

、

コ

ン

パ

ク

ト

な

が

ら

充

実

し

た

1

日

を

過

ご

す

こ

と

が

で

き

笑

顔

で

帰

路

に

つ

き

ま

し

た

。

東

京

地

方

協

力

本

部

及

び

藤

田

常

任

理

事

の

ご

支

援

に

心

か

ら

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

（

参

与

谷

口

和

代

）

※

近

S

A

M

と

は

、

93

式

近

距

離

地

対

空

誘

導

弾

の

略

称

で

、

陸

上

自

衛

隊

に

配

備

さ

れ

た

自

走

式

の

近

距

離

防

空

ミ

サ

イ

ル

・

シ

ス

テ

ム

で

す

。

高

射

学

校

研

修

実

施

！

観閲行進（近SAM）

師

団

は

３

月

20

日

、

八

丈

町

多

目

的

ホ

ー

ル

に

お

い

て

、

八

丈

町

主

催

フ

リ

ー

ジ

ア

ま

つ

り

の

一

環

と

し

て

第

１

音

楽

隊

が

派

遣

演

奏

を

実

施

し

た

。

本

演

奏

会

は

、

先

般

の

八

丈

島

に

お

け

る

台

風

被

害

か

ら

の

早

期

復

興

を

祈

念

し

、

復

興

へ

の

思

い

を

込

め

た

楽

曲

が

披

露

さ

れ

た

。

来

場

者

に

寄

り

添

う

演

奏

を

通

じ

、

地

域

と

の

信

頼

関

係

の

維

持

・

強

化

に

寄

与

し

、

来

場

者

か

ら

大

き

な

拍

手

に

包

ま

れ

た

。

（

１

師

団

司

令

部

広

報

班

）

八

丈

島

で

復

興

の

奏

で

フ

リ

ー

ジ

ア

ま

つ

り

で

派

遣

演

奏


